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）その１

小学生のときに同級生が足に装具をつけているのを見たことがあり、個人的にかなり興味のある分野だっ
たので知識だけでなく実際に触ってみたり体験ができてより深く学べた。

実際に体験してみて、その精密さに驚きました。義肢装具士の方の技術力がすごいのはもちろん、これを
つけている子どもの気持ちまで考え、支援につながる必要性を感じました。

義肢装具体験をして、障害の方が少しでも安心安全に装具を着用できる工夫が施されていることを実感し
ました。

実際に義足を体験してみて、履かせる時は足の甲を先に止めると足が底屈しずらくなった。また、履いて
みて想像していたよりも歩きやすく、スキー靴を履いているような感覚になった。

想像していたよりも義肢装具の種類が多く、子どもが受け入れられるように好きなデザインにできるとこ
ろがとても魅力的で、介助する側も子どもと接するときにデザインに触れながら介助を行ってコミュニ
ケーションも増えるかなと思いました。

色々な装具に触れることができて本当に面白かった。実際に履いて歩くことができたので実際に困り感を
抱えている方の気持ちを少し理解できたように感じる。糖尿病などで足が変形してしまった方が履く靴の
ような装具は私が履くと中がすごくゴツゴツしていて痛くてすぐに脱いでしまったが、あれしか履けない
ような人もいるのだと知り驚いた。

義肢装具についてテレビやインターネットで見たことがありましたが、こんなに近くで見たことがなかっ
たので細かい工夫や配慮がたくさんありすごいなと思いました。患者さんのニーズに合わせるということ
をとても大切にしているのだなと感じました。

腰を痛めた時にコルセットをしていたのですが、これも装具なんだと気付きました。それぞれの体に合わ
せた装具は、自分の体の一部になるため、違和感があると本当に不便であるため、繊細なお仕事だなと思
いました。学校外の専門職の方と連携をとる上で、このような知識があるのとないのとでは、全然違うな
と感じました。ありがとうございました！

義肢・装具について種類や付け方、必要となる疾患についての理解を深めることができて良かったです。
実際に装着をしてみて、装着の難しさや、しっかりはまっていないと痛かったり、かえって歩きにくいの
だということも知ることができました。

偽足の人をテレビで見たことはあったけど、実際どういういう仕組みなのか、どういう効果があるのか分
からなかったので今回義肢装具の講義や体験を通してどこが固定されてるのか、それによってどんなメ
リットがあるのか知れて良かったです。
今は意思通りに足を動かせるから装着もしやすかったけど、実際は意思通りに動かせないため想像よりも
とても難しいのだろうなと思いました。

今回の講義を通して、義肢装具士について詳しく知ることができました。義肢装具士は、義肢装具のサイ
ズが小さすぎると動きにくくなり、反対に大きすぎると踵がすり減ってしまうなど、わずかなサイズの違
いが使用感や歩行のしやすさに大きく影響することを学びました。そのため、一人ひとりの足の形や動き
に合わせて、適切なサイズの義肢装具を装着することが非常に重要であると感じました。
実際に義肢装具を装着してみると、普段何気なく行っている「歩く」という動作が思っていた以上に難し
く、少しの違和感でもバランスが取りにくくなることを実感しました。この体験を通して、利用者が安全
で快適に日常生活を送るためには、義肢装具士の専門的な知識や細かな調整が欠かせない仕事であると改
めて理解することができました。

義肢や装具を実際に触ったことがなかったので、装着の仕方だったり実際に歩行してみたりする経験がで
きてよかったです。
また、義肢装具士さんとの連携が非常に重要であると感じました。



）その２

義肢装具をつけている人を身近にお会いする機会がなかったり、学ぶ機会がなかったので、今回学び、実
際に義肢を付けることが貴重な体験になりました。障害や、障害の重症度に応じてどんな装具をしようし
てもらうのか、制作するのかすごく寄り添ったサポートが重要になることを感じました。そして、装具に
は同じものはなく、1人1つその人に適切にあった装具があることを感じました。
義肢装具や義肢装具士について学ぶことができてとても良かったです。学校現場でも、理解ある体制にし
ていきたいと感じました。

義肢と装具の違いやどこからどこまでを補助するのもなのかで名前が変わることも知ることができて良
かったです。
子どもに痛いやきついと言われると緩めたくなってしまうため、ベルトはしっかり閉めることの需要さを
知ることができて良かったです。

義肢装具について詳しく学んだのは、初めてだったので、知らなかったことがたくさんあり、講義を聞い
ていて、面白かったです。実際に装具を着脱する機会も今後ないと思うので、貴重な経験ができました。
学校現場で働いた時に適切な支援ができるように、今日学んだことを活かせたらと思います。

義肢装具は欠失した一部を補助するためだけでなく、変形を固定するためでもあることを学びました。介
助者の負担を少しでも減らすために車椅子でも装具を着用する大切さも学ぶことができました。実際に装
具をつけることができ、装着させる側が真ん中の固定テープからつけてあげることで足が真っ直ぐになる
のを押さえることができることを学びました。

小児が使用する義肢装具に関して理解することができました。子どもが使用する際に少しでもQOLの向上を
支えられるように知識を活用出来るようにしていきたいと思います。

義肢装具を実際に体験する機会は中々ないので、とても貴重な経験をさせていただきました。
実際に義肢装具を装着するとどのくらい制限されるのかわかったのが良かったです。

ギプスから装具へ移行することもあるとのことでしたが、完全な治癒までギプスを使用する場合と何が違
うのか気になりました。

義肢や装具は無くなったものや機能を補うためという印象が強いのですが、その中でも、補助や制限、免
荷というような機能もあることがわかりました。自分の手とそっくりな義手や上半身を動かすと足が前に
出やすくなる装具、親しみやすいデザインの装具など、私のイメージしていた義手や装具とは変わってい
て、驚きました。子どもたちが装具を使う機会は、1日の中でも学校にいる時が多いと思います。装具を使
う子どもたちを見て、擦れて赤くなっていたり、使いづらそうなところがあったりというのを見つけるこ
とがあるのは、学校の教員なのではないかなと思いました。また、特別支援の先生ではない限り、正しい
装具の付け方は、私も今日まで知らなかったので、学校の先生は知らないと思います。障害を持つ子ども
を受けもつ他にも、急に怪我をして装具をつけざるおえないようなこともあると思います。このことを考
えると、養護教諭や特支の先生以外にも義肢装具士と連携をとったり、繋がりを持つことは必要だと感じ
ました。

祖母の妹が義肢装具士をやっていて、職業を聞いた時に何をしているのかあまりよくわかっていなかった
ので、講義を聞いて理解することができた。患者さんにぴったりあっている義肢や装具を作るのはとても
大変そうだが、つくった時のやりがいはすごいだろうなと感じた。実際に体験してみると、歩きにくく、
ちゃんと必要な人が使うと歩きやすくなるのだろうと思った。
疑問としては、展示のところに可愛い革の装具が置いてあったが、健側の足も同じデザインの靴を義肢装
具士さんが作るのか気になった。

今回、実際に義肢装具を作っていらっしゃる先生方の話を聞けてとても勉強になりました。なかなか普段、
気軽にお話を聞ける世界ではないので、とてもいい機会になりました。特に、実技の時に実際に義肢装具
を着てみて、普段歩く時に足関節を思ったより動かしてたんだなと新たな発見もあったりしました。
貴重な機会をいただけて本当にありがとうございました！


